
平成29年度事務事業進行管理表(事務事業計画・予算管理)
１ 事業概要 課等No. 57 事業No. 60

事務事業名 監査事業
会計 一般会計

事業区分 経常 実施区分 継続

担当課等名 監査委員事務局 開始  終了  

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
   

   

   

分野別計画
 監査の基本方針・実施計画

  

  

法令・例規等
○ 地方自治法、飯田市監査委員に関する条例

  

  

事業目的
対象 飯田市及び南信州広域連合の組織及び関連団体

意図
財務に関する事務の執行及び経営に関わる事業の管理について、適法・適正にかつ効果的・経済的に行われて

いるか、合理的に運営されているかを監査し、組織による適正な執行を促す

２ 事業内容

事務事業を進める
上での課題認識

(前年度評価)

・財政援助団体等及びその所管課の事務について、定期的に検証する体制の構築が必要です。併せて、平成29年４月

より施行される新監査基準により、リスクアプローチを始めとする監査の見直しを図る必要があります。

・行政監査について、常に、より効果的な監査対象を選定する必要があります。

29年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
地方自治法に基づき、監査委員が行う定期監査、財政援助団体等

監査及び行政監査などの予備監査や事務を行います。

なお、工事監査は隔年実施のため、平成29年度は実施しません。

　また、例月出納検査、会計伝票検査、決算審査、財政健全化審

査及び経営健全化審査などを実施します。

　なお、南信州広域連合については、飯田市に準じて監査及び審

査を実施します。

監査委員報酬 3,411

都市監査委員会総会等旅費 346

消耗品費 130

手数料 3

都市監査委員会総会等駐車場使用料 10

都市監査委員会等負担金 233

  

  

  

その他の経費 0

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位
平成29年度

計画
平成30年度

 
平成31年度

 
平成32年度

 
監査対象部署数 件 51    

      

      

      

      

      

29年度
予算

財源の状況(千円) 当初予算額 特定財源内訳及び補足事項
事業費　計 4,133 (そ)南信州広域連合からの監査事務共同処理負担金(諸収入)595千円

国庫支出金 0

県支出金 0

地方債 0

その他 595

一般財源 3,538

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計

款 項 目
大
事
業

中
事
業

当初予算額
中事業名(科目名称)

現計予算額

1    1 2 6
 
1  10

 
1

4,133

0
監査委員費

2       
 

 
 

3       
 

 
 

4       
 

 
 

5       
 

 
 

6       
 

 
 

7       
 

 
 



(環境ISO管理)

事業No. 60 事業名  監査事業 監査委員事務局

環境側面
常
時

非
常
時

緊
急

評
価
１

評
価
２

評
価
３

評
価
４

評
価
５

評
価
６

著
し
い

法令順守 要求事項 中間 年間

一般事務 〇   － × × － × －  

監査資料の要求 〇   － ○ ○ ○ ○ －  

グリーン購入の推

進
〇   － － ○ － ○ －  

  ○ ○

  ○ ○

  ○ ○

    

リスク・機会

環境目標
①実施事項
②達成期限（いつまでに）
③結果の評価方法（どのような水準で）

環境目標達成のための手段・方法・手順

中間評価 年間評価

進捗状況・成果
達成
状況

進捗状況・成果
達成
状況

 

・監査資料の作成方法の検討

を随時行い、適切・適量な資

料の提出により、紙の削減を

図る。

・監査関係資料のデータ提出

の適宜導入により、紙の削減

を順次進める。

 予備監査の時間を

定期監査（後期）までに

予定の時間内に必要な項目を実施

できるようにする

定期監査（後期）の予備監査実施にあたり

、被監査部署に予備監査を受けるにあたっ

ての要点を説明し実施してもらう

監査資料の作成方法の検討を随時

行い、紙の削減を図った。

○

監査関係資料のデータ提出の導入

を進め、紙の削減を図った。

○


